
横浜天声キリスト教会　　週報　第 15 巻 31 号（No.547）　　2020 年 8 月 2 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヨハネ 20:19-21　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けまし;ょう。

*賛美　･･････････････････ 　９番　聖なる、聖なる、聖なるかな

*交読文　････････････････ 　１７番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７４番　神の息よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：浪川執事　天声：小林 伝道師

聖餐式　･････････････････ 　２８１番　しみもとがも

メッセージ　･･････････････ 夕の安息ではじまる一日の法則(創世記 1:9-13)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　４７８番　み翼にて安らぎぬ

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　主なる神の霊が＿＿に臨んだ。これは主が＿＿に油を注いで、貧しい者に福音を宣べ伝

えることをゆだね、＿＿をつかわして心のいためる者をいやし、捕われ人に放免を告げ、縛

られている者に解放を告げ、主の恵みの年と＿＿の神の報復の日とを告げさせ、また、すべ

ての悲しむ者を慰め、シオンの中の悲しむ者に喜びを与え、灰にかえて冠を与え、悲しみに

かえて喜びの油を与え、憂いの心にかえて、さんびの衣を与えさせるためである。こうして、

＿＿は義のかしの木ととなえられ、主がその栄光をあらわすために植えられた者ととなえら

れる。＿＿はいにしえの荒れた所を建てなおし、さきに荒れすたれた所を興し、荒れた町々

を新たにし、世々すたれた所を再び建てる。外国人は立って＿＿の群れを飼い、異邦人は

＿＿の畑を耕す者となり、ぶどうを作る者となる。しかし、＿＿は主の祭司ととなえられ、われ

われの神の役者と呼ばれ、もろもろの国の富を食べ、彼らの宝を得て喜ぶ。＿＿は、さきに

受けた恥にかえて、二倍の賜物を受け、はずかしめにかえて、その嗣業を得て楽しむ。それ

ゆえ、＿＿はその地にあって、二倍の賜物を獲、とこしえの喜びを得る。(イザヤ61:1-7)

　地のある限り、種まきの時も、刈入れの時も、暑さ寒さも、夏冬も、昼も夜もやむことはない

であろう。(創世記 8:22)

　メッセージ概要

　7 月より、コーエンでテフィリンを学んだ世界中の有志達による世界同時テフィリンが始まった。先週は、

創世記 1:14 まで進んだ。今回もテフィリンによって掘り起こされた素晴らしい宝を、共に分かち合いたい。

　今回の箇所、創造の第三日目である創世記 1:9-13 には、主の「良し（トーブ）」宣言が、二つある。一つ

は、人が住める「かわいた所」を、水の中から分離された時。二つ目は、人や動物が食べる様々な果樹や

草を創られた時。住む所と、食べるもの。これらに主が「トーブ」と宣言された所に、主の価値観が見える。

　主が次々と世のものを創造し、整えて行った理由は、「神の子・人間のため」、であった。だから主は、私

達が安心して住めるかわいた所、つまり「安息の地」を整えた時、トーブを宣言されたのだ。主は次に、そ

のかわいた地に、人や全ての生き物達が、食べるようにと、色々な種類の、おいしくて、滋養強壮がある果

物や草を生じさせ、私達や生き物達が、それを食べ、喜び、主を称える将来を見て、トーブと宣言された。

　私達は主に感謝しつつ、主が生えさせて下さった日用の糧を喜んでいただくべきであり、また豊かに実

を実らせるように、管理するべきである。次のように書いてあるからである。『主なる神は人を連れて行って

「エデンの園（喜びの園）」に「置き  (  ヌーハ：安息させる、住まわせる  )  」、これを「耕させ（アーバド：従順し働

く、聞き従う）」、これを「守らせ（シャマール：囲いを設けて守る、境界の中で養う）」られた。』(創世記 2:15)
　この言葉の順番から、私達の生活や仕事を、いかなるスタンスで送るべきか、主の優先順位を知る事が

出来る。私達はまず、主が置か  れた喜びの園  で、  まず安息して住まう事。そして、主の御声に  聞き従って  、

主が生えさせて下さる実りを、より豊かに結ばせるよう、  管理し  、家族や子供が、主の喜びと平安の中で守

られるよう、  囲いを設ける  事である。主は「ジェホバ・シャローム」、平和の君である。出エジプト記のように、

過酷な支配者の怒号の下で、世の王のために、奴隷仕事をするのは、神の民のあり方ではない。もしその

ような状況に置かれているとするなら、「出エジプトをさせてください」と叫び求めるべきである。

　私達が、まず、安息する事。それこそ、主の御旨である。安息が無いなら、それは、平和の主の御言葉か

ら離れているからであり、また平安の実が結べられていないのは、御霊に従って歩んでいないからである。

　『夕があり、朝があった。第三日。』(創世記 1:13)　聖書的には、「夕（日没）」が、一日の初まりである。

夕、すなわち夜は、安息して休むなら、神が創造された本来のあり方へ、回復する法則が働く。被造物は

昼に活動し、また成長する。代わりに、諸々を磨り減らしたり、壊したり、バランスを崩してしまったりするが、

夜、休んでいる間、主が組み込まれた”知識”へと戻る方向へと、修復する方向性で働く。詩篇 19:2 に、

『  この日は言葉をかの日に伝え、この夜は知識をかの夜につげる。  』と書いてある通りである。

　つまり全被造物は、それぞれが創られた目的を果たすために、神のことば（知識）が、プログラミングされ、

それぞれに主が付与された、本来あるべき姿を、「知識」として、形状記憶合金のように記憶しており、夜と

いう時間は、「  知識をかの夜につげる  」べき時間帯、主の本質へ戻る、安息するべき時間なのだ。

　神の法則・聖書を知らない人達は、仕事をはじめる朝が一日の初めだと思って、自分のコンディションを、

神がプログラミングして下さった本来の状態へと戻さないまま、労苦の多い仕事に入り、疲れ、そして夜、

その疲れを紛らわせるために、創造の本質から外れた娯楽で発散し、それで眠りについて一日を終わら

せている。そうしてどんどん、神の本質から外れ、自らの体と心、魂のバランスを壊して行ってしまっている。

　「闇」の時期は、未解決が残っている時期、改善しなくてはならない状態である。その時、闇の上を御翼

で覆っておられる神の御翼の下で安息し、じっくりと本質へ回復し、やがて主が、曙の光となって立ち昇っ

て、闇の中に光を宣言し、きよさと汚れの混在した「混沌」に、「分離」を宣言し、秩序を導入する。

それが、「夕があり、朝があった」というサイクルで、第一日、第二日、第三日と、日を紡いで行き、それを幾

度となく繰りかえして後、最後に、「はなはだ良い」という完全へと至り、神と人との、究極な安息へと至る。

　神はそれまで、闇を光で照らし、分離し、秩序をもたらす働きを、ずっと続けておられる。私達は、一日の

はじめ、すなわち夕は、主の御翼の下で安息し、主が組み込まれた機能を回復し、全快して、そして光が

のぼった朝、主の光に照らされながら、主の働きを為し、成長し、そうして夕があり、朝がある。そのような

日々を繰り返し、完全へと至っていく皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 15 巻 31 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020 年 8 月 2 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

